その代償は？
創世記の歴史に対する不信が福音を損なう方法
Literal Genesisの別のセッションへようこそ。ここでは、進化論的イデオロギーと、それが現実の実際の科学という観点からはあまり理にかなっていない可能性について話し合います。この章では、洪水の証拠について少しお話しします。前回のセッションでは一つの証拠について話しましたが、今日は別の証拠を見ていきます。また、創世記6章、7章、8章に記されている聖書の洪水が、最近起こった出来事でなければならなかったことについても考えます。それを示す証拠について話し合います。
そこから、クリスチャンの妥協について見ていきます。創世記を妥協することの大きな問題とは、いったい何でしょうか。また、それがさらに先で何につながる可能性があるのでしょうか。まず、タンパク質について話します。奇妙な始め方に聞こえるかもしれませんが、次に扱う証拠にとって重要なのです。
タンパク質
コラーゲン
取り上げて話すために、2つのタンパク質を選びました。1つはコラーゲンです。そこにコラーゲンと、その内部で織り合わされた構造のきれいな画像が見えるでしょう。コラーゲンは、体内に非常に豊富に存在するタンパク質です。実際、私たちの体内にあるすべてのタンパク質の3分の1を占めています。私たちの体は、およそ30万種類の異なるタンパク質を作ることができ、コラーゲンはその大きな部分を占めています。
コラーゲンは骨に存在し、筋肉組織に存在し、靭帯や腱にも存在します。また、血管にも存在します。角膜にも存在し、歯にも存在します――実際には、歯の根を支え、歯を顎にしっかりと固定している歯茎に存在します。ですから、文字どおり私たちの体全体に広く存在しています。これは驚くべきタンパク質構造です。
コラーゲンは、私たちの体を一つに保つ接着剤のようなものだと考えることができます。実際、コラーゲンという言葉はギリシャ語のkollaに由来し、文字どおり接着剤を意味します。ですから、それは私たちを一つに保つ接着剤なのです。若いときには、私たちの体内にはコラーゲンが豊富にあり、体はこのコラーゲンを非常に高品質な状態で大量に産生します。しかし、年齢を重ねるにつれて、コラーゲンの産生量はますます減少します。そして残念なことに、コラーゲンの質も低下します。これが、年齢を重ねると肌にしわができる理由の一つです。ほかにも理由はありますが、主な理由の一つです。
ここにいる皆さんは、私たちが終わったら急いで出て行って、あのコラーゲンサプリメントを買うつもりですよね？ でも、ちょっと待ってください。よく調べてください。コラーゲンには一種類だけではないので、そこでは正しい種類のものを手に入れているか確認してください。
そして、上の構造を見ると、まるで誰かがこれを織り合わせた、編み合わせたかのように本当に見えます。
ダビデが次のように語っている詩篇139:13のような箇所を読むとき、驚くことではありません。
神は、精巧に私の体のすべての器官を造り、 
母の胎内で組み立ててくださいました。
- 詩篇 139:13
さて、羊飼いとして外で羊の番をしていたダビデが、collagenとは何かを知っていたとは思いません。彼がそれを知っていたとは思えません。しかし、このcollagenがいかに精巧に織り合わされているか、そしてダビデが「あなたは私を母の胎内で織り上げられました」と語ったことばを用いたことを見ると、この聖句はさらに深い意味を持つのではないでしょうか。ですから、これから先、心に留めておいてほしいタンパク質の一つがこれです。Collagenは非常に線維性が高く、とても粘着性があります。非常に硬い種類のタンパク質です。
ヘモグロビン
次はヘモグロビンです。ヘモグロビンは、私たちの体全体に酸素を運ぶ役割を担っています。上の画像を見ると、赤血球がある程度分解された状態の図であることが分かります。その中央に見えるのが、ヘモグロビンというタンパク質です。これは縮尺どおりに描かれているわけではありません。そのことについては、後ほど詳しく説明しますが、ここでは見えるように十分大きく描かれています。ヘモグロビンというタンパク質は、四つのドアがあるタクシーのようなものだと考えてください。そして、その中には四つの座席があり、ちょうど四つの酸素分子が入るスペースがあります。ヘモグロビン・タクシーは赤血球の中にあり、赤血球が必要な場所へ運んでくれるので、運転手は必要ありません。まさにタクシーのようなものです。
そして、適切な時に、私たちの肺の適切な場所で、このタクシーのドアが開き、私たちが空気から吸い込んだ酸素が赤血球の中へ拡散し、タクシーの空いている座席の一つに収まります。そこから、赤血球は私たちの体全体に運ばれます。そして、それが必要な場所に到達すると、もう一つ驚くべきことが起こります。再び、適切な時に、適切な場所で、これらのドアが勢いよく開き、酸素は反対方向へ拡散し、赤血球の外へ出て、必要とされている組織や器官の中へ入っていきます。
そして同時に、私たちが呼吸するとき――人間のこの呼吸の過程では、酸素を取り込み、二酸化炭素を吐き出します。さて、その二酸化炭素は実際にはタクシーに便乗して肺へ戻り、そこで吐き出されます。これは、私たちの体が二酸化炭素を排出する方法の一つです。一つの赤血球の中には、このヘモグロビンというタクシーが約2億5千万個あります。つまり、私たちの体内のすべての赤血球は、約10億個の酸素分子を運ぶことができるのです。すべてが複雑に連携して働いている様子は、実に興味深いものです。
赤血球が十分になかったり、赤血球が少なかったりする状態を貧血と呼びます。それは、血液が体中に運ぶことのできる酸素の量に直接影響し、私たちは疲労を感じます。この疲れた感じが生じます。
この仕組み、このメカニズムについて、もう一つ知っておくべきことがあります。それは酸素を運ぶように設計されていますが、これらのタクシーに、さらに強く乗り込もうとする別の分子があります。実際、それは酸素よりもこれらの座席に強く引き寄せられます。それが一酸化炭素です。
ですから、これは喫煙に反対する広告などを意図したものではありませんが、私たちが喫煙すると、一酸化炭素が生じます。そして、それが受動喫煙であれ、私たち自身が主な喫煙者であれ、起こることは、肺の中のこの一酸化炭素がこれらのタクシーに急速に入り込むということです。実際、それは鉄原子に引き寄せられます。そして、それを取り除くのは非常に困難です。そのため、これらの赤血球は酸素ではなく一酸化炭素を運ぶことになり、組織が酸素不足に陥る可能性や、多くの悪い結果をもたらします。
ですから、それは本来の働きをするように設計されていますが、一酸化炭素のようなこれらの余分な運搬物質を引き受けるようには、実際には設計されていません。それはまったく良くありません。
そして、ここにあるこの仕組みについて考えるとき、これらのタクシーの中にある鉄原子について考えてみてください。赤血球の中に何が存在しているかを考えてみましょう。鉄があり、酸素があり、水があります。赤血球の中には十分な水があります。
では、一般的に、鉄でできたものを水の中に入れると何が起こるでしょうか。そう、錆びます。では、私たちの体内には鉄も水も酸素もあるのに、内側から錆びていかないというのは、驚くべきことではないでしょうか。しかし、繰り返しますが、ヘモグロビンというタクシーは非常に巧みに設計されているため、これらの鉄原子は密閉されています。水から守られているのです。酸素はそれらの鉄原子に到達できますが、水分子は到達できません。さて、これはインテリジェント・デザインについての講義ではありませんが、私たちの体のたった一つの仕組みでさえ、非常によく設計されていることが分かるでしょう。実際、もしこれらの鉄原子がヘモグロビン分子、つまりヘモグロビンタンパク質の内部になければ、酸素はタクシーの中にまったく入ることができず、私たちはここに存在することも、生きていることもできなかったでしょう。
ですから、レビ記17章11節のような箇所を見ると、ここで神が語っておられ、こう言われます。
血はいのちそのものであり、罪を償い、たましいを救う代償として祭壇に振りかけるものだからだ。
- レビ記 17:11
神ご自身が命を血と結びつけておられます。そして、細胞内でこのように働くことは、驚くことではありません。
さて、タンパク質についてはこれで十分でしょう。次のスライドに進む前に、ただ一つ質問したいと思います。科学者たちが軟組織と呼ぶコラーゲンやヘモグロビンのようなものは、生物が死んだ後、どのくらいの期間残ると思いますか。一年でしょうか、10年、20年、10万年、100万年でしょうか。これは非常に良い質問であり、重要な質問です。
科学者たちは、これらの軟組織の寿命を計算する方法を見いだしました。彼らは、コラーゲンが骨に豊富に含まれているため、骨を取り、それを細かく切り分けて、基本的にはオーブンに入れ、華氏194度まで加熱します。それから、異なる時間間隔で分解速度を測定します。つまり、どれほどの期間で分解したのかを測定するのです。そして、それが地表でどのくらいの寿命を持つ可能性があるかを決定するために、アレニウス方程式と呼ばれるものを用います。
彼らが突き止めたのは、これらの軟組織が骨の内部で何千年、場合によっては何十万年も—何百万年では決してなく—残存し得るということです。さて、このことを心に留め、覚えておいてください。これは非常に重要です。なぜなら、前回の学びに戻りますが、もし私がクリスチャンの科学者で、岩石層を調べに出かけ、あるいは骨を研究しているのなら、私の科学は私の世界観を出発点としなければならないからです。
クリスチャンとしての私の世界観は、聖書に基づくものになります。聖書は、5:000年未満前に世界規模の洪水が起こったことを私たちに告げています。ですから、これらの化石を調べるとき、最終的に正しい解釈を得られるように、洪水に照らして調べていることを確かめたいのです。そうでなければ、間違えるかもしれません。そして、私はこの解釈という言葉を強調したいと思います。なぜなら、化石は単なるデータ、単なる岩だからです。それらにはタグが付いていません。動物がいつ生きていたのか、いつ死んだのか、どれくらい長く生きたのか、何を食べたのか、友達が誰だったのか、好きな本は何だったのかを、化石は教えてくれません。私たちはこうしたタグを得ることができません。もし得られたならすばらしいのですが、私たちが持っているのは岩だけです。そして、その岩をどのように解釈するかは、主として私たちの世界観に基づくことになります。つまり、私たちの世界観に神を含めるか、それとも神と聖書を私たちの世界観から除外するかによるのです。
サンショウウオの化石：筋肉組織

では、ここにあるこのサンショウウオの写真を見てください。これは化石化したサンショウウオで、もはや生体物質は残っていません。岩石であり、化石化しています。泥質の堆積物に埋もれ、化石になりました。さて、それが化石になるまでにどれほどの時間がかかったのかについては、今後のレッスンで扱いますので、その考えを覚えておいてください。しかし、世俗的な年代測定法によれば、この化石化したサンショウウオは1800万年前のものだとされました。世俗科学が地球の年齢を38億年だと考えていることを踏まえると、それほど古いものではありません。そこには非常に多くのゼロがあります。しかし、最初の箇条書きを見てください。これは「年代測定された」――これについてもまた別のレッスンで扱います――1800万年前のものだと年代測定されました。しかし、彼らがこの岩の中、つまりスペインの干上がった湖床で発見されたこの化石化したサンショウウオの中に何を見つけたと思いますか。筋肉組織を見つけたのです。
覚えておいてください。コラーゲンは筋肉組織に存在すると言いました。これはタンパク質の一つです。これは、1800万年前のものだとされているこのサンショウウオの内部から見つかった軟組織の一つです。
さて、科学者たちがこれらの検査を行ったことを覚えておいてください。彼らには計算があり、これらの組織が骨の内部でどれほど長く生存できるかについて、推定された範囲があります。それは何百万年もの間ではありませんでしたね。何千年もの間でした。いくつかのタンパク質、おそらく非常に繊維状で丈夫なものは、何十万年も残るかもしれませんが、何百万年もではありません。特に1:800万年も、これらが何百万年も残るとは、誰も予想しないでしょう。さて、クリスチャンの科学者として、私は化石の内部に軟組織が存在する可能性を予想するかもしれません。洪水が4:700年前に起こったのであれば――ここでは5:000年未満前とだけ言っておきましょう――その軟組織の多くがその時までに腐敗しているはずなので、たくさん見つかるとは期待していません。そして、サンショウウオの場合がまさにこれに当たります。
開いてみたときに、中にこのような軟組織がすべて見つかったというわけではありません。いいえ、見つかったのは断片、筋組織の断片、タンパク質の断片でした。そして、私の科学が聖書に基づく世界観、つまり洪水に基づく世界観に立っているなら、これはまったく予想されることです。
さて、聖書は科学のあらゆる分野について触れているわけではありません。私は決してそう言っているのではありません。しかし、科学に触れているところでは、聖書は信頼でき、私たちはそれに頼ることができます。しかし、もし私の世界観が、出発点として聖書や聖書の御言葉に依存していないなら、これは驚くべきことです。私はこのようなことを予期しないでしょう。実際、これが初めて起こったのは、2005年に発表された報告でした。それは、ノースカロライナ大学のメアリー・シュヴァイツァーという科学者によるものでした。彼女とそのチームは、まったく偶然に、ティラノサウルス・レックスの骨の中に軟組織を発見しました。骨にひびが入っていたのだと思います。通常、化石を運ぶときには、非常に、非常に注意を払います。この化石はたまたま壊れてしまったのです。そして、彼らがすぐに内部で気づいたのは、柔らかく伸縮性があるように見える組織でした。実際、その一部は、内部にヘモグロビンを含む血管や血球のように赤く見えました。この科学者たちにとって、それは非常に驚くべきことでした。彼らはそれを研究室に持ち帰り、検査を行いました。彼らは2005年に論文を発表しました。そして、何が起こったと思いますか。科学界は批判し、批判し、批判しました。彼らは、「そんなことはあり得ない。六千八百万年前のものとされる恐竜の骨の中で、軟組織が生き残るはずがない」と言いました。そして基本的に、当時はほとんど退けられてしまいました。しかし、それは繰り返し起こり続けました。
さて、これは不可能です。この化石化したサンショウウオの中にあるこれらの軟組織が、何百万年もの間、ましてや1:800万年もの間、生き残ることは不可能です。しかし、それが何と一致しているかご存じですか。それは、地球全体の至る所で、何兆もの生物を泥質の堆積層の中に埋めた、聖書に基づく世界規模の洪水の時間枠と一致しています。
ところで、化石化したサンショウウオを現生のサンショウウオの種と比較すると、実質的に変化はありません。さて、これは無料の話ですが、私が話している証拠とは何の関係もありません。しかし、これは私たちが問うべき重要な問いです。進化はすべて偶然と変化に関するものであり、それから免れるものは何もありません。それでは、マクロ進化が起こらないまま、サンショウウオの種はどのようにして1:800万年も生き残ることができるのでしょうか。なぜ今もサンショウウオなのでしょうか。私は、その答えは創世記第1章で読んだことにあると思います。すなわち、神は種類をそれぞれの種類に従って繁殖するように創造され、それぞれの種類はその種類に従ってのみ繁殖し、それが延々と続いているのです。
さて、種に小さな変化が生じることはあり得るでしょうか。もちろんです。私たちはそれを見ています。それは観察に基づくものであり、経験に基づくものです。私たちが決して見ないのは、ある種が別の種へと変化することです。化石記録においてさえ、それを見ません。
これは一つの例ですが、私たちはこのことを何度も繰り返し目にします。2009年11月のPhys Orgの記事から引用します。そこにはこう書かれています。
科学者たちは、彼らの発見が、極めて腐敗しやすい軟組織が高い忠実度で有機的に保存されていることが、地球上の生命の歴史に関する唯一の物理的記録である化石記録において、より一般的であることの疑いのない証拠だと主張している。
- Phys Org, 2009
この引用について、二つだけコメントしたいと思います。一つ目は、この記事が、この時点、つまり2009年までには軟組織が発見されていたことを認めているということです。最初の事例は2005年だったことを思い出してください。さて、2009年までには、何百万年も前のものとされているこれらの化石の内部に軟組織が見つかることは、かなり一般的な経験になっていました。
第二の部分は、彼が「化石記録は地球上の生命の歴史に関する唯一の物理的記録である」と述べている最後の発言です。これについては、少し問題があると思います。なぜなら、岩石の地層とその中にある化石を見るとき、もし私が世俗的な、あるいは聖書に基づかない世界観を持っているなら、歴史全体、つまり地球の歴史全体をそれらすべての地層に当てはめようとするかもしれないからです。しかし、聖書的な世界観を持っているなら、同じ岩石の地層を見て、実際に言いたいのは、それは時間の一時点を写したもの、非常に、非常に短い時間の一場面だということです。実際、その大部分は、創世記で語られている世界規模の洪水による、一年にわたる大洪水の中で起こったのだと思います。
同じデータでも、データを見る方法は二つあります。どちらのほうが筋が通っているでしょうか。さて、これらの化石の内部には軟組織があることを考えると、化石記録が何億年もの時間をかけて形成されたとは、私は思いません。私には、それはまったく筋が通っていません。そして第二に、化石記録の中で化石を見つけるとき、ある種から別の種への変化は見られません。ですから、そこからも二つのことを導き出すことができます。
ハドロサウルスの化石：骨組織
ハドロサウルスは、カモのようなくちばしを持つタイプの恐竜です。この化石は、8:000万年前のものと年代測定されました。つまり、1:800万年前から8:000万年前へと進んだわけですが、何が見つかったのでしょうか。骨組織とコラーゲンが見つかりました。覚えておいてください。コラーゲンは骨組織に豊富に含まれているので、このハドロサウルスから見つかったのは、いくらかのコラーゲンタンパク質でした。そして、繰り返しますが、ハドロサウルスを開いて、その内部からこのようなコラーゲンや軟組織がすべて見つかったということではありません。見つかったのは断片です。ハドロサウルスが5:000年未満前に起きた全地球的な洪水で埋められたのなら、私はそれを予想します。コラーゲンの大部分は腐敗し、骨組織の大部分も失われましたが、私たちが調べられるものがいくらか残っていました。
もしそれがあなたの取りたいもう一つの見方だとしたら、これは8000万年も生き残ることができたでしょうか。そして、その見方を取るクリスチャンもいます。ここで、そう考えてもよいということを言っておきます。望むなら、長い時間枠を信じてもよいのです。私は本当に、これは私の意見ですが、神が裁きの日に、「あなたは何百万年もの年月を信じたのだから、残念ですが、あなたを中に入れることはできません」と言うとは思いません。そのようなことが起こるとは思えません。これが救いに関わる問題だとは思いません。しかし、少し後で見るように、これは一部のクリスチャンにとって、より大きな問題につながる可能性があります。しかし、これをどちらの見方で考えても、軟組織が8000万年も生き残り、後になって私たちがそれを見つけるということは不可能です。しかし、それは聖書の時間尺度とは一致しています。
ところで、コラーゲンを顕微鏡で見ると、現代のコラーゲンと同一です。ですから、進化論的パラダイムにおけるこれらの膨大な時間の中で、あるものに何の変化も見られないという例が、ここでもまたあります。この場合、それはタンパク質コラーゲンの構造です。本当に信じがたいことです。2009年のNature誌に掲載された、このハドロサウルスの発見についての引用には、次のようにあります。
「3年前、私は完全な懐疑論者としてこの分野に入りました」と、マンチェスター大学で古生物学部門を率いる生物工学者フィリップ・ラーズ・マニングは言う。「しかし今では、シュヴァイツァーのグループは何かを突き止めつつあると思います。」
- Nature, 2009
さて、彼はシュヴァイツァー・グループについて、誰を指しているのでしょうか。これは、2005年に発表された、Tレックスの骨の中で最初に偶然発見されたものを見つけたグループです。そして、これは2009年にNature誌で発表した同じグループ、つまり同じ科学者たちであり、Nature誌のこの人物は、「彼らは何かをつかんでいるのかもしれないと思います」と言っています。それから4年後、パラダイムは変化しました。
最初は、「そんなはずはない。標本を汚染したのだ。軟組織が残っているはずがない」と言っていたのが、「分かった。これはよくあることになりつつある。彼らは最初から何かを見抜いていたのだと思う」に変わりました。
コノドント化石：ケラチン組織
次の例は、2億5200万年前のものと年代測定されたコノドントの化石です。1600万年から8000万年、そして今度は2億5200万年前のものへと進みました。そして、このコノドントの内部に軟組織が見つかったのでしょうか。はい、見つかりました。繰り返しますが、これは化石、つまり岩石です。このコノドントはずっと以前に化石化していましたが、その内部からケラチン、ケラチン組織の断片が見つかりました。
ケラチンはタンパク質のようなものです。タンパク質そのものではありませんが、タンパク質に似ています。アミノ酸の鎖を基に作られているのではなく、アミノ糖の鎖を基に作られていますが、これはポリマー、つまり鎖状の構造です。そして、ここでケラチンが見つかりました。ケラチンは、髪の毛、爪、角、手の爪、そして私たち人間の皮膚の外側の層に豊富に含まれています。二億五千二百万年もの間、軟組織であるケラチンが生き残れると思いますか。それは不可能です。決して起こり得ません。
さて、皆さんは、では、これらの発見について一般の科学界は何と言っているのだろうか、と疑問に思っているかもしれません。あまり多くはありません。依然として多くの論争があり、「そうですね、自然がそれを保存できる方法が必ずあるはずです。なぜなら証拠がそこにあり、その証拠を否定することはできないからです。ですから、これが2億5:200万年の間存続できる方法が必ずあるはずです」といった話が多くあります。
考えてみてください。たとえあなたが科学者でなく、科学的な考え方をする人でなくても、これはまったく理にかなっていません。しかし、これは、5:000年も前ではない時代に、世界規模の洪水が、何兆もの生物を生きていた場所、立っていた場所に埋めたという、聖書に基づく年代の尺度とは一致します。そして、このケラチンの腐敗過程は、すべてが完全に腐り去ってはいなかったというものです。あと1:000年、あるいは2:000年もすれば、何も残っていないかもしれません。私には分かりません。しかし、ケラチンが2億5:200万年も残ることはないということは分かっています。そんなことは信じられません。そして、そうそう、もう一つおまけがあります。このコノドントは、現代のヤツメウナギに似ていました。
2億5:200万年の間に、進化はどこにあるのでしょうか。私が進化と言うとき、それは大進化を意味します。このコノドント種は、時間の経過とともに何か別のものへと進化しているのでしょうか。それは化石記録には存在しません。私たちは今日それを知っています。地質学者も今日それを知っています。古生物学者も今日それを知っています。ダーウィンも彼の時代にそれを知っていました。それは彼自身の理論に対する最大の反論の一つでした。化石による証拠が不足していたのです。そして、これほど長い時間が経った今でも、それは依然として大きな問題です。大きな問題なのです。
チューブワーム：キチン質の殻
さて、もう一つ例を取り上げます。これはチューブワームに関するものです。チューブワームは海に生息しています。海洋生物です。水深300フィートから30:000フィートまで、さまざまな深さに生息しています。そして、これらの環境の中には、彼らが生息する熱水噴出孔の周囲の海水に含まれるものによって、非常に、非常に過酷な環境もあります。これは5億5:100万年前のものと年代測定されました。さて、年代測定については、後ほど扱うまったく別のセッションになりますが、ここでは、「年代測定された」という語の前に化石という語を置かなかったことに注目してください。この殻は、ワームそのものではなく、ワームを取り囲んでいた殻ですが、化石化さえしていませんでした。それは今なお元の生体物質でした。少し考えてみてください。ここには、化石に囲まれていない生物学的物質があり、それが5億5:100万年前のものだとされています。それは不可能です。そのようなことは決して起こり得ません。5億5:100万年どころか、数千年もすれば、とっくに分解して朽ち果てていたはずです。しかしこれは、これらのチューブワームを埋めたであろう、聖書に基づく全世界的な洪水の時間尺度と一致します。実際、それらはおそらく最初に埋められたものの一つだったでしょう。彼らはどこへ行けるでしょうか。向かってくる泥質の堆積物から、どうやって逃れることができるでしょうか。右の写真は現代のチューブワームで、左の写真は発見されたものですが、両者を比較すると、同一であり、違いはありません。この5億5:100万年の間に、いったいどこに、想定されている進化があるのでしょうか。
さて、ここで私がいくつかの例を恣意的に選んだと思うかもしれません。しかし、そうではありません。この問題がどれほど広く見られるのかを把握できるように、年代の幅が広くなるいくつかを選んだだけです。
自分で調べてみることもできます。ほかにもたくさんの例が見つかるでしょう。Journal of Paleontologyは、これらのチューブワームのキチン質の殻について、次のように述べています。
鉱物は軟組織のいかなる部分も複製しておらず、壁の炭素質物質は一次的なものである。
- Journal of Paleontology
つまり、置き換えられていないということです。何かが化石化するとき、それは堆積物中の鉱物によって置き換えられます。これは鉱化作用（permineralization）と呼ばれます。しかし、ここではそれが起こっておらず、依然として元の生体物質です。そして彼らはさらにこう言います。
壁の元の層、その質感と繊維を保存する。
- 古生物学ジャーナル
私は世界中のクリスチャンと話をします。クリスチャンではない人々、つまり無神論者や不可知論者とも話をしますが、主に次のコメントはクリスチャンに向けたものです。クリスチャンが創世記で読む明白で率直な歴史を妥協すると、自分では気づいていないかもしれない多くの問題を自ら生み出すことになります。
そして、私がクリスチャンに「なぜ妥協するのですか。なぜ聖書に書かれているとおりに信じないのですか」と尋ねると、返ってくる答えの第一位は、だいたいこのように始まります。「ええと、それは科学がそう言っているからです」。すると私は彼らを止めなければなりません。私は割って入って、「科学がそう言っているのですか」と言わなければなりません。
さて、はっきりさせておきましょう。ここでは少し細かいことを言っているのかもしれませんが、科学は私たちに何かを語るものではありませんよね。科学とは実践であり、私たちが行うこと、私たちが取り組もうとすることです。そして、科学を行っている間にデータについて語るのは科学者です。では、科学者とは誰でしょうか。彼らは人間であり、あなたや私と同じ人間です。私はいつも科学者たちと話をします。彼らは真っ先にこう認めるでしょう。「そうです、私は間違いを犯します。自分の仮説で間違いを犯したことがあります。自分の理論で間違いを犯したことがあります。」私たちは人間ですから、そうするのです。そうですよね。では、私たちがそうしたとき、何が起こるでしょうか。私たちは戻って見直し、それから、証拠が導くところに従って前進します。少なくとも、それが科学の行われるべき方法です。
ですから、これらのクリスチャンたちと話していると、彼らはこう言います。「しかし、科学によれば、宇宙ははるかに古く、系図を合計すると、今日私たちが見ているものは聖書が許しているよりも長い時間をかけて生じたことになります。したがって、創世記の歴史は正しくないに違いありません。」私が、私たちは聖書を固く守り、理論には固執しないようにしなければならないと言った、前回の話を思い出してください。科学文献を追い続けていれば分かりますが、理論は絶えず変動しており、いつも変化しています。理論は絶えず批判され、攻撃されています。特に弱い理論はそうです。そして、それらが変わるとき、もしあなたがその理論に基づいて情報を得ているなら、それに合わせてあなたも変えなければなりません。そのような変化を経験しなくてもよいように、ただ聖書を固く守るほうがよいのではないでしょうか。
神と時間
少し立ち止まって、神と時間について話しましょう。というのも、これは一部のクリスチャンにとって主要な問題の一つと思われるからです。つまり、私たちの宇宙に見られる年齢の印象と、聖書を見るときに示される若い創造の印象との違いです。もちろん、両方が正しいということはあり得ません。ここで、次のグラフを見ながら、これだけは思い出しておきたいと思います。いくつかの例を挙げただけで、参照できるものはもっとたくさんありますが、神が一瞬で行われた事柄でありながら、同時に、人間も、あるいは自然も、決してそれを行うことができなかったものがあります。たとえ無限の時間があったとしてもです。
マルコ 6:41-43を見てください。イエスがそのわずかなパンと魚を取り、それで5:000人を養うのに、どれほど時間がかかったでしょうか。それは一瞬でした。イエスが籠から食物を取り出している間、それは次から次へと、絶えず出てきました。
さて、ここで懐疑的な人から、「まあ、同じ量の食べ物を細かく刻み、薄い小片に切り分ければ、1万人に食べさせることができる」と言われるかもしれません。よろしい、それが真実である可能性は認めましょう。しかし、この聖書の箇所を読むと、皆が食べて満腹したことが分かります。申し訳ありませんが、小片一つでは誰も満腹にはなりません。しかし、イエスがそれをなさったとき、あなたは満腹し、満ち足りたのです。それだけでなく、拾い集められた残り物は、12のかごいっぱいにもなりました。少量の食べ物で大勢の人々に同じことを試してみても、決して起こりません。
では、イエスが水をぶどう酒に変えたヨハネの福音書 2:7についてはどうでしょうか。それにはどれほどの時間がかかったでしょうか。それは瞬時でした。召し使いたちがその水をくみ出すと、それは奇跡的にぶどう酒になっていました。どのようにしてそれが起こったのでしょうか。私にはまったく分かりませんが、イエスがそれをなさり、しかも瞬時になさいました。そのために時間を必要とされませんでした。今日、私たちが水からぶどう酒を造るには、どれほどの時間がかかるでしょうか。まあ、決してできません。私はその過程についてあまり詳しくありませんが、ぶどう酒を造るには水だけでは足りないと思います。
そして、もう一箇所、マルコの福音書 4:39-40を見てみましょう。イエスと弟子たちは、ちょうど舟に乗り込み、湖の向こう岸へ渡ろうとしていました。湖を渡っている途中のある時点で、開けた水面ではよくあることですが、風が強くなり始めました。もし湖にいてこのようなことを経験したことがあるなら、私が何を言っているのかお分かりでしょう。そして、聖書が言うように、風は gale force になりました。波は次第に大きくなり、舟の縁を越えて水が入り込むほどになりました。そして、舟は水で満ち始めました。弟子たちは慌てふためいていました。さて、イエスはどこにいたのでしょうか。舟の後ろの方で、クッションの上に横になって眠っておられました。イエスはこのことをまったく気にしておられませんでした。しかし、弟子たちは慌てた状態でイエスを起こし、「先生、私たちが滅びても、何とも思われないのですか」と言いました。するとイエスは起き上がって、「黙れ、静まれ」と言われました。するとすぐに、波も風も完全に静まりました。
それは私にはできませんでした。実際、自然界では、嵐の終わりに、嵐がただ完全に消えて穏やかになるわけではありません。通常は、そこから少しずつ弱まっていきますが、イエスはそれを瞬時に行われました。その後、イエスが言われたことについて考えてみてください。イエスは弟子たちの方を向いて、「なぜ怖がっているのですか。まだ信仰がないのですか」と言われました。つまり、この時点までに、彼らはイエスが奇跡を行われるのを見ていました。イエスが死者を生き返らせるのを見ていました。枯れた手を癒やされるのを見ていました。目の見えない人を癒やされるのを見ていました。らい病人を癒やされるのを見ていました。彼らはこれらすべての驚くべきことを見ていたのです。それなのに、イエスは「まだ信仰がないのですか」と言われました。
妥協を重ねると、さらに妥協が生じる
今日、妥協しようとする一部のクリスチャンにとって、これはほとんど同じようなものです。まるでイエスがこう言っているかのようです。「なぜ恐れているのですか。なぜ、いつも変化し、欠陥のある人間のイデオロギーを取り入れ、その代わりに、わたしがあなたがたに与えたわたしの御言葉を妥協させようとするのですか。あなたがたには、まだ信仰がないのですか。」妥協に関して言えば、それはますます多くの妥協へと導く傾向があります。それは、私たちが子どもの頃によくついていた嘘に少し似ています。その嘘がどんどん膨らみ、手に負えないほどになって、もはや真実が何なのか、また自分の話のつじつまをどう合わせればよいのか分からなくなったものです。妥協も同じようなものです。
創世記、特に最初の11章から始めると、科学者たちが何か反対のことを言うために、誰もが疑いたがるそれらの章は、後になって多くの問題を引き起こします。
例を見てみましょう。創世記3章17～18節では、これは神が語っておられる言葉です。これはアダムとエバが罪を犯した後のことです。
¹⁷ 最後に神はアダムに言いました。「あれほど食べてはいけないと言ったのに、あなたはそれを食べたので、土地はのろわれたものとなった。あなたは生きるために、一生あくせく働かなければならない。 ¹⁸ 土地にはいばらとあざみが生え、あなたは野草を食べるようになる。
- 創世記 3:17-18
それでは、ここで神がアダムに直接語りかけ、これからは物事が違ってくると言っておられます。
いばら
そして、その違いの一つを、神は明らかにされます。神は、これが御言葉に記録されるように時間をかけておられます――いばらとあざみが生えるようになる、と。それは、それ以前には生えていなかったことを示しています。さて、いばらとあざみについて少し混乱しているかもしれませんが、これについては別のセッションで話します。しかし、ここで宿題をして、調べてみてください。いばらとあざみは、あなたが考えているようなものではありません。ですから、この時点でいばらとあざみがなかったというのは、完全に筋が通っています。しかし神は、今やそれらが生じるようになると言われました。それによって、あなたにとって物事はより困難になります。
さて、私たちは問題を抱えています。もし私がクリスチャンで、創世記で読んだ文字どおりの歴史を妥協してしまったなら、このようなものをどう扱えばよいのでしょうか。上にあるのは、化石化したとげの画像です。このようなものは数多くあります。これはたまたまノバスコシアで発見されたものです。そこには、とげのある茎の輪郭が完全に残っています。そしてこれは、地上に人間が存在するようになる4億年前のものと年代測定されたとされています。この場合、創世記をどう扱えばよいのでしょうか。アダムが存在するようになる4億年前です。
現在、多くのクリスチャンや多くの科学者でさえ、歴史上のアダムというこの考えに立ち返っています。彼らは聖書のアダムを信じてはいませんが、人類を始めた最初の人間の男女がいたということには同意できます。
しかし、これよりはるか前から、すでにいばらがありました。それでは、神が「いばらとあざみが生じる」と言われたとき、何を意味しておられたのでしょうか。地上に最初の人間の男女が現れる前に、ここには長い時間があったと言うなら、私たちの神学には問題があります。
以下は、これらの化石化したとげが見つかった場所の写真です。そこにある下部の地層を、矢印が指しているのが何となく見えるでしょう。これは石炭紀の地層です。これは、いわゆる岩石層のうち、人間が登場する前の地層です。
ですから、いばらは問題です。さて、この進化論的な思想が真実であるなら、たとえあなたがクリスチャンであっても、進化を信じているなら――実際、多くのクリスチャンがそうであり、私はいつも彼らと話しています――この聖句をどう理解すればよいのでしょうか。神はいばらについて知らなかったか、あるいはいばらについて嘘をつかれたかのどちらかです。もし神がいばらについて知らなかったのなら、神であることはできません。なぜなら、神の属性の一つ、神の性質の一つは、神が全知であることだからです。神はすべてを知っておられ、すべての事実を知っておられます。いばらが存在したなら、神はそれについて知っておられたはずです。それなのに、神はアダムに、いばらが生えるようになると示されました。そこにあるヘブライ語は、生えさせるという意味です。その時点では、いばらはまだ存在していませんでしたが、神がそれらを生えさせられたのです。神がどのようにそれをなさったのか、私は知りません。私には自分なりの考えがあります。しかし、それはこのクラスの主題ではありません。
ですから、神がいばらについて知っておられたことが分かります。では、神はそれについて嘘をつかれたのでしょうか。もちろん、それもあり得ません。なぜなら、聖書は神が嘘をつくことがおできにならないと述べているからです。神はすべての真理の源です。ですから、当然、神はいばらについて知っておられました。
ですから、ある種の二分法のようなものがあります。ただし、そこから第三の角、第三の逃げ道をいつでも見つけられるので、二分法とは呼びたくありません。しかし、私たちは問題を抱えています。私たちは決断を下さなければなりません。神が今日に至るまで私たちのために保存してくださった、書かれているとおりの聖書を信頼するのでしょうか。それとも、絶えず揺れ動き、変化している、誤りのある人間の考えに従うのでしょうか。あなたが答える前に、これはその滑りやすい坂道の始まりにすぎません。これは妥協の始まりです。
創世記への新約聖書の言及
（追加の参考ページを見るにはパワーポイントのスライドを参照してくださいリンク）
ここに、創世記を参照している聖句が、新約聖書だけで七ページあります。そして、そのすべての箇所で、創世記を実際の歴史として参照しているように思われます。単に創世記だけを覆い隠して済ませることはできません。出エジプト記にも、出エジプト記 20:11という聖句があり、神は七日間で、海、大地、そしてその中にあるすべてのものを創造された、と言われています。この聖句をどう扱うのですか。旧約聖書にはほかにもありますが、今は新約聖書だけを見ています。創世記を参照しているこのような箇所が七ページあります。さて、これらすべての聖句について何らかの対応をしなければなりません。基本的には、それらを説明し、説明して無効にする方法を見つけなければならないのです。
例を挙げましょう。リストの6番と7番、マタイの福音書 19:4-5を見てください。マタイの福音書 19:4で、イエスはGenesis 1:27から引用しています。もしGenesis 1:27が寓意的、あるいは幻想的なものなら、結婚について語る際に、なぜイエスはそこから引用されたのでしょうか。この箇所では、結婚と離婚についての問題が持ち上がりました。教理を確立するために、なぜイエスは幻想を引き合いに出されたのでしょうか。私には筋が通らないように思えます。
すぐ次の節にある次の箇所についてはどうでしょうか。マタイ19:5で、ここでもイエスは創世記2:24を引用していますが、これはアダムの言葉の引用です。ですからイエスは創世記を引用しているだけでなく、アダムが「見よ、これは私の骨の骨、私の肉の肉だ」と言った言葉を引用しているのです。これは私の要約です。そしてここでも、イエスは結婚について教えています。もしアダムが存在せず、実在の人物でなかったのなら、なぜイエスは教理に関することを取り上げて、神話上の人物に言及するのでしょうか。これは二つの例にすぎません。
これらのページは飛ばして進みます。もちろん、すべてに目を通すつもりはありません。そこは皆さんがご自分で行うことにします。しかし、要点はお分かりいただけるでしょう。創世記について妥協すると、それはさらなる妥協につながり、私たちの神学に多くの不整合をもたらします。
実際、聖書のその7ページを見ると、興味深いことが分かります。新約聖書の著者は皆、創世記を文字どおりの歴史であるかのように振り返って言及しています。そしてこれは103回以上、創世記に対して103回も行われています。
創世記の対立
さて、そのうちの60回は、創世記に記されている初期の歴史を具体的に指しています。私が繰り返し言及しているのは、創世記の1章から11章です。ですからもう一度言いますが、創世記を非歴史的に捉えると、神学的な不整合が生じます。そうした不整合を回避する方法を見つけられないと言っているのではありません。しかし、それはかなり大変な作業のように聞こえますよね。聖書が私たちのために示しているとおりに、ただ受け取ればよいのではないでしょうか。
そして、私が今話したものが十分に深刻でなかったとしても、おそらくそれらよりさらに重大な、もう一つの対立があります。それは進化という考えに関するものです。もう20年ほど前になりますが、ある無神論者と話をしたことを覚えています。話しているうちに、進化という考えが話題に上りました。私は彼が無神論者であることを知っており、彼も私がクリスチャンであることを知っていました。私は会話を少しキリスト教の方向へ導き、私たちは進化について話すようになりました。すると彼は、「では、あなたは進化を信じていないということですね」と言いました。私は、「はい、進化を信じていません。創世記で聖書が私たちに示しているとおり、創造を信じています」と答えました。すると彼は少し間を置いて、「それはとても新鮮ですね」と言いました。私は、「新鮮というのはどういう意味ですか」と尋ねました。彼は、「私は、特定の事柄について彼らがどのような立場を取っているのかに興味があるので、クリスチャンとよく話します。特に進化についてです」と言いました。そして、「たいていの場合、クリスチャンは、『そうですね、神が進化を用いた可能性はあります』と言います」と言いました。彼らは同意するのです。神が生命をもたらすために用いた仕組みが進化だったという点で、彼に同意するのです。そして彼は、「キム、それは私には筋が通りません」と言いました。ここに、無神論者でありながら、「クリスチャンの観点からすると、進化は私には筋が通らない」と言っている人がいます。私は、「それはどういう意味ですか」と尋ねました。彼は、「生命をもたらす方法として、これほど残酷なものはありません。死と病と苦しみと絶滅を基盤としているのです」と言いました。適者生存という考えについて考えてみてください。ある種の系統が別の種の系統よりも生き残るのです。それは美しい光景ではありません。
そして、彼はクリスチャンではなかったにもかかわらず、それは彼の神についての考えと両立しないように思われました。そして、彼の言うことは完全に正しいのです。それは、生命をもたらすために考えられる最悪の方法です。私は、その証拠がそれを支持しているとは思いません。これからのいくつかのレッスンでは、そのことについて扱います。ですから今は、この過程そのものについて考えてみてください。もしその終わりに病気や死のようなものが存在していたなら、神が創造を終えて、「すべては非常に良い」と言われたというのは、筋が通りません。
では、病気が存在したことを、私たちはどのように知るのでしょうか。では、この記事を見てください。そこでは、推定7700万年前の角竜、セントロサウルスの化石について言及されています。そして、ここに何と書かれているかに注目してください。
悪性のがんの証拠があります。
- Ian Randall
Mailonline
さて、彼らはこれを何度も詳しく調べた結果、実際にがんであることが分かりました。
ですから、最初の男と最初の女よりもはるか以前から、がんは存在していました。さて、あなたがクリスチャンであるなら、神の非常に良い創造に、がんのような病気が含まれていたということを、どのように調和させますか。私たちが持っている証拠は、それだけではありません。
上には、さらに古いとされる、2億4千万年前のカメがいます。このカメにも悪性腫瘍があり、がんを患っていました。これは神のご性質には合いませんね。神がこのような方法で命をもたらすとは思えません。もちろん、神にそれができなかったということではありません。神にはおできになります。私が言っているのは、それが両立するようには思えないということです。
さらに事態を複雑にするために、もう一歩進めて考えてみましょう。創世記2:16-17では、これはアダムが罪を犯す前に神がアダムに語っておられる箇所です。
¹⁶¹⁷ ただし、一つだけきびしい注意がありました。「園の果物はどれでも食べてよい。だが、『良心の木』の実だけは絶対に食べてはいけない。それを食べると、正しいことと間違ったこと、良いことと悪いことについて、自分勝手な判断を下すようになるからだ。それを食べたら、あなたは必ず死ぬ。」
- 創世記 2:16-17
ここで神はアダムに警告を与えています。すべての木はあなたのためにあります。その木に実るものは何でも、満ち足りるまで食べてよいのです。木にあるものはすべて食べなさい。しかし、一本の木については、これが神の律法です。その木からは食べてはなりません。そして神は、「あなたがそれを食べると、必ず死ぬ」と言われます。ここでのヘブライ語は、私の理解では、死に続ける、あなたは死ぬ、というような意味です。つまり、あなたは死に始め、死ぬまで死に続けることになるのです。
アダムは今日、私たちと共にいません。彼は死にました。彼は神の非常に、非常に良い創造物の中に死をもたらしました。実際、もし罪がなく、罪の前に死もなかったのに、それでも進化論が真実であるなら、死は何百万年も何百万年も続いてきたことになります。
癌を患っていたあの恐竜たちについて考えてみてください。さて、世俗的な見解によれば、アダム、つまり最初の人間が現れた時まで、恐竜はやはり存在していなかったでしょう。ですから、最初の人間が現れる前に、何兆、何兆もの死んだ生物が存在していたことになります。
パウロは、コリント人への手紙Ⅰ15章21節でこのように述べています。
一人の人（アダム）の行為によって、死がこの世に入って来ました。そして、このもう一人の人（キリスト）の行為によって、死者の復活が入って来たのです。
- コリント人への手紙Ⅰ 15:21
そして、死がもたらされたのが誰であったかについて、もし少し曖昧であるなら、彼はこう言っています。
罪深いアダムにあってすべての人が死んでいるように、キリストによってすべての人が生かされるのです。
- コリント人への手紙Ⅰ 15:22
聖書から非常に明らかなのは、罪の前には死がなかったということです。さて、後の別のセッションで、このことについてもう少し深く掘り下げるかもしれません。というのも、ここで一部のクリスチャンは、「まあ、動物は死ぬことができたのではないか。では、植物はどうなのか。アダムは果物を食べたが、食べているときにその果物は死んだのではないか」と主張したがるからです。しかし、そのどれも私には本当に筋が通っているとは思えません。私にとって筋が通っているのは、死がなかったということです。
進化論によれば、人類は聖書のアダムよりも最大で140万年も前から地上に存在していたことになります。ここで私が「聖書のアダム」と言う意味ですが、アダムから始めて系図を合計すると、多少の誤差はあるにせよ、約6:000年という短い期間になります。そこには私たちには知ることのできない空白がいくつかありますが、何百万年、何十億年というものではありません。その空白は数百年、長くても500年ほどかもしれません。それでも結局は約6:000年ということになります。これを避ける方法はありません。
もしあなたがクリスチャンで、アダム以前にすべてこのような長い期間、つまり140万年があり、聖書のアダム以前に人間が存在していたと言って、創世記の歴史を妥協しようとするなら、それはあなたの神学にどのように適合するのでしょうか。私は適合しないと思います。
ここコリント人への手紙Ⅰで、私の目にはこれが最も重要な箇所です。パウロが死についてどのように述べているかに注目してください。死について、これは何を意味しているのでしょうか。彼はこう言っています。
²⁵ 王としてキリストが支配なさるのは、敵を全滅させる時までだからです。 ²⁶ その敵の中には、究極の敵である死も入っています。死もまた滅ぼされなければならないのです。
- コリント人への手紙Ⅰ 15:25-26
神は死を敵だと言われます。では、なぜ神は非常に良く、完全な創造を造り、そのすべてが非常に良いと言われたのでしょうか。もしその創造の間に敵をそこへ入り込ませたのなら、これは私には神学的にまったく筋が通りません。そうするなら、私たちはかなり危うい土台の上に立つことになると思います。そして、私たちがこのように、創世記の最初の数章を妥協して扱うとき、それは私たちだけの問題ではありません。あなたは、「自分には自分の考えがあっても、誰も傷つけてはいない」と思うかもしれません。子どもがいるなら、あるいは甥や姪、孫がいるなら、彼らはあなたを見ており、あなたから学んでいます。そして、神が聖書の中で言われたことを、あなたがいとも簡単に退けるとき、それが他の誰かに影響を与え得るとは思わないでしょうか。もちろん、影響を与え得ます。それは他の誰かの人生に、非常に大きく、深い影響を及ぼすことがあります。しかし、罪について言えば、私たちは皆、それを行ってきました。聖書にはこう書かれています。
すべての人は罪を犯したので、神の標準にはほど遠い存在です。
- ローマ人への手紙 3:23
ここには例外はありません。
さて、あなたはこう言うかもしれません。「では、赤ちゃんはどうなのですか。」分かりました。私はこうした会話をよくします。人はいつも例外を持ち出しますよね。では、聖書に行って、これは赤ちゃんについて語っているのではないことを示すことができます。彼らには責任能力がなく、罪について知りません。罪についてさえ知りません。私たちは知っていますよね。私たちは罪について知っており、皆それを犯してきました。これに関する問題は、罪の報酬は死であるということです。さて、創世記における文字どおりの歴史がなければ、これは理解できないかもしれません。神よ、あなたの律法を破ったなら、なぜそれが私にとって死なのか、私は理解できません。それは、神がアダムに語られた、あの園にまでさかのぼります。
ただし、一つだけきびしい注意がありました。「園の果物はどれでも食べてよい。だが、『良心の木』の実だけは絶対に食べてはいけない。それを食べると、正しいことと間違ったこと、良いことと悪いことについて、自分勝手な判断を下すようになるからだ。それを食べたら、あなたは必ず死ぬ。」
- 創世記 2:17
そしてパウロは、そのとき死が入って来たと言っています。これは、最終的な結果が死であるという点で、理にかなっています。私たちは皆それを行い、皆死に値します。しかし、節の後半を見てください。
罪の支払う報酬は死です。しかし、神が下さる賜物は、私たちの主キリスト・イエスによる永遠のいのちです。
- ローマ人への手紙 6:23
その賜物とは何でしょうか。私たちは皆、罪を犯して死に値するのだとすれば、そこから逃れる道があるように思われます。それは何でしょうか。ヨハネの福音書3章16節です。私たちは皆、この箇所を知っているはずです。
実に神は、ひとり子をさえ惜しまず与えるほどに、この世界を愛してくださいました。それは、神の御子を信じる者が、だれ一人滅びず、永遠のいのちを得るためです。
- ヨハネの福音書 3:16
私たちクリスチャンが創世記の歴史について妥協するとき、私たちはそれを知らずに行っているかもしれません。しかし、結局は福音そのものを損なうことになります。すなわち、キリストが来られ、死なれ、その罰を、私たちの死の罰を受けてくださったまさにその理由をです。それは園にまでさかのぼります。そこについて妥協すると、キリストがなぜ肉体的に死ななければならなかったのか、意味が分からなくなりますね。私たちが何をするか、何を考えるか、何を言うかに注意しましょう。
要約
要約すると、覚えておいてください。神は時間を必要とされません。時間を必要とせず、一瞬のうちに物事を行うことがおできになります。神は千年をかけて物事を行うことも、望まれるなら何百万年をかけて行うこともおできになります。しかし、神がどのようにそれを行われたか、それが神が選ばれた方法であり、私たちのために記録されている方法です。軟組織や、いわゆる何百万年も前の化石は、最近起こった洪水に照らして初めて意味を持ちます。これらの化石を何億年も前のものと年代測定し、それでも内部に軟組織が残っているとするのは、まったく意味がありません。洪水を示す他の証拠も、これからたくさん見ていきます。これは、最近起こった洪水の証拠を私たちに与えてくれるものです。
そして最後に、創世記について妥協すると、それはさらに次々と妥協することにつながります。その坂道を決して下ってはいけません。疑問を持っても大丈夫です。疑問を決して持つなと言っているのではありません。疑問を尋ね、好奇心を持ち、批判的に考える人になってください。私があなたがたに伝えていることについてさえ、批判的に考え、自分自身で調べてください。長い目で見れば、そのことによって祝福されるでしょう。
次に、弁証学のさらに技術的な側面について、もう少し深く掘り下げていきます。弁証学とは、何かについて謝ることを意味するのではありません。それは弁護です。そして、私たちがここで行おうとしているのは、弁護をし、答え、合理的な答えを与える方法を学ぶことです。これまで見てきたように、その多くは科学、そして証拠にも基づいています。DNAについて見ていきます。ですから、先に調べておきたいなら、DNAについて調べ始めてください。その構造と用途について話します。そして、DNAにはインテリジェント・デザインを示す多くの証拠があります。次のレッスンでは、これについて、つまり弁証学におけるインテリジェント・デザインの側面について、さらに詳しく扱います。
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